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Ｑ１．相手校は、できるだけ遠い方がよいのですか？

Ａ１．一番大切なのは、意欲のある学校や先生を探

すことです。共同学習には様々なハプニングやトラ

ブルが付きものです。障害をものともせず実践への

意欲と強い意志を持っていそうな相手を探しましょ

う。意欲を持続するためのキーポイントをあげると

すれば、共同学習を行うことで、子どもがどのよう

な学びと成長ができるかを先生同士が共通認識でき

ていることです。小学校社会の日本の国土や中学校

国語の方言の学習のように地理的要因が重要なテー

マを除いて、学校間の距離はさほど大切な要因では

ありません。近い学校なら、先生同士の打ち合わせ

やお互いの学校を訪ねて顔を合わせての交流も簡単

にできるなど、よいこともあります。

Ｑ２．相手校の先生との打ち合わせはどうやって行

いましたか？

Ａ２．打ち合わせの手段として、a) 直接会う　b)

スカイプなどテレビ会議システム　c) メール　d) 

ＦＡＸ　e) 電話　などがあります。それぞれの特徴

初めての共同学習 Ｑ＆Ａ
－スタディノートで他校との交流を－

長畦明人（長野県塩尻市教育委員会）

　塩尻西小学校に在籍中、スタディノートのＷｅｂ掲示板システムを利用してアメリカの小学校と環境教育

をテーマに共同学習
※
を行いました。以前にも何度か他校とインターネット掲示板を使った共同学習を行わ

せていただく機会がありました。本稿では、共同学習を実践した中で大切にしてきたことを、スタディノー

トとインターネットを使った共同学習を始めてみようと思っている先生とのＱ＆Ａ形式でまとめてみまし

た。まだまだ至らぬ点が多いと思います。アドバイスをいただければ幸いです。
※日本フルブライトメモリアル基金主催の日米の学校がインターネットを利用し環境教育をテーマに行う共同学習プロ

グラム「マスターティーチャープログラム」に２年間参加。http://www.fulbrightmemorialfund.jp/index.html

を生かして使い分けることが大切です。

＜直接会う、スカイプなどテレビ会議システム＞　

これらは、テーマを決めたり、共同学習への願いな

どを話し合ったりするのに有効です。じっくり時間

を取り、相手の顔を見ながら話し合うことで、お互

いが考え願っていることを理解し合い、信頼関係が

深まり、活動が途中で立ち消えになってしまうこと

は少なくなるでしょう。

＜メール、ＦＡＸ＞　これらは、口頭で話し合った

ことを確かめたり、学習内容や時間を確かめたりす

るために使います。人はどうしても忘れてしまった

り、勘違いしたりします。テキストとして残るもの

で確かめ合うことが大切です。

＜電話＞　緊急性のある時にのみ使います。テレビ

会議の時は携帯電話を用意しておくと、トラブルが

起きた時に即対応できます。

Ｑ３．一人一人違うテーマで学習させたいのです

が・・・。

Ａ３．初めての共同学習であるのなら、グループで
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の追究をお薦めします。理由は、共同学習という初

めての体験で子どもは不安を感じます。相談できる

仲間がいることで、学習や追究に集中できます。グ

ループの方が先生の指導も細やかに行えます。一人

一人が自分の力で学習することはとても大切なので

すが、共同学習ではない場面で行う方がよいでしょ

う。また、インターネット掲示板の運用面も考慮し

ないといけません。もし、ひとつのインターネット

掲示板に、一人一人が学習内容を投稿したら、一度

にたくさんの作品が掲示され目的の作品にたどり着

くのも一苦労です。内容ごとの掲示板を用意すれば

解決すると思いますが、初めての時はグループでの

学習の方がよいでしょう。

Ｑ４．グループの人数は何人くらいがよいのでしょ

うか？

Ａ４．今までの経験からうまく活動できていたの

は、３人か４人のグループでした。５人以上になる

と、遊んで学習に参加できない子どもが出てきます。

また、子どもたちは自然と一台のコンピュータ画面

を見ながら話し合うようになります。そのような場

面でしっかり話し合える人数も３、４人でした。２

人では、どちらかの子どもの意見や考えで全てが決

まってしまうか、どちらも黙っていて学習が進まな

くなってしまいます。５人以上では、画面がよく見

えない子どもが学習に参加しなくなってしまうこと

があります。

Ｑ５．掲示板はひとつあればよいですか？

Ａ５．テーマの内容、数、投稿回数にもよりますが、

テーマ別に複数あった方が、混乱せずに意見交換が

できるでしょう。

Ｑ６．最初は自己紹介から始めればよいでしょう

か？

Ａ６．「○○さんにわかってもらうには・・・」「○

○くんに教えてあげたい」など、相手の顔を思い浮

かべることができれば、子どもにとってより充実し

た学習になるでしょう。グループのテーマを決め交

流するグループも決めてから自己紹介できると、よ

り学習のパートナーとして意識できると思います。

Ｑ７．総合的な学習で半年くらいの活動を考えてい

ますが、日常的にどんなことを掲示板に投稿して交

流したらよいでしょうか？

Ａ７．総合的な学習でどんな力を伸ばしていきたい

のかによって、変わってきます。例えば「見通しを

もった追究計画を立てる力」と「結果にもとづいて

考察できる力」の育成に重点をおいた場合、次のよ

うな活動が考えられます。学習の結果だけでなく学

習の過程でも交流できれば、子ども達は離れていて

もひとつのクラスで学習しているような感じになる

と思います。

　①自己紹介をかねたテーマ紹介

　②テーマ追究計画の提案　

　③お互いの追究計画についてアドバイス活動（感

　　想や建設的批判の交換）

　④調査や活動を行った報告

　⑤考察の提案

　⑥考察についてのアドバイス活動（感想や建設的

　　批判の交換）

　⑦まとめの紹介

※②と⑤の提案の前には、クラス（または校内）で

アドバイス活動をして、作品を修正します。　

Ｑ８．テーマに関わった話題だけで交流したら、子

どもが飽きてしまいませんか。

Ａ８．次のことに気をつけて指導していました。

①子どもと教師が共同学習への意欲をもち、学習の

ねらいを理解している。

②長期にわたる活動であれば、投稿する内容は毎回

変える（Ｑ７参照）。

③大切な場面では、クラス内で事前に投稿内容につ

いてアドバイス活動を行い、修正させる。このア

ドバイス活動には教師も参加します。スタディノー

トでのアドバイス活動は、他の学級や学年、担任以

外の先生などに参加してもらうこともできるので、

誘ってみましょう。

④教師は、校外に送信する前に最終的なチェックを

して、不適切なものは修正させる。

⑤文章量が多い作品の時は、紙に印刷して読ませる。

がんばって作品を作った経験がある子どもは、作り

手の気持ちを考えることができ、敬意をもって他の

人の作品を読むようになります。ですから、飽きて

しまうことはなく「次はどんなことが書いてあるか

な。」と期待を持ってコンピュータに向かうように

なります。ただし、時には季節のお便りやカードを

出したこともあります。

Ｑ９．学習のまとめとしてテレビ会議を行いたいの

ですが、何か注意することはありますか。

Ａ９．テレビ会議を行うのに注意した方がよいと思

うことは次の通りです。

①機器、ソフト、音声や画像など、事前のチェック

は本番と同じ環境で行います。

②短い時間でよいので、子どもが事前にテレビ会議

を体験できるとよいでしょう。内容は、自己紹介、

じゃんけん、クイズなどの簡単でインタラクティブ

性を感じることができる内容を選びます。「テレビ

会議とはこんなものだ」とイメージできることが目

的です。子どもも先生も見通しが持てることは意欲

向上と成功につながります。

③テレビ会議の内容は、共同学習は半分くらいで、

半分は子どもが楽しめるゲームやクイズなどにしま

す。スタディノートの作品をじっくり読める子ども

も、テレビ会議でアカデミックなことばかりだとい

やになってしまいます。

　まずは、失敗を恐れずに、先生方が楽しんで共同

学習に取り組んでみてはいかがでしょうか。

（本稿は、長畦先生が長野県小海町立小海小学校と

沖縄県うるま市立勝連小学校のスタディノートによ

る共同学習のために、書いてくださったものです。）
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Study21　個別学習用　＆　提示用

　おかげさまで Study21 シリーズは多くの学校で活用頂き、この４月には個別学習用２５単元、提示用１５

単元とラインナップも充実してまいりました。今回も、Study21 について理解を深めて頂ける情報をご案内

いたします。ここでは、先生方よりご質問を頂くことのある２点についてご案内いたします。

★『授業で使うタイミング』について

　全体学習での指導用を主に想定していますので、導入学習の終わった２時限目以降でお

使い頂きたいと考えております。また、単元内の学習が一通り終わった後に、クラスで苦

手傾向にあるものをピンポイントで確認したり、個別に自学習を指示したりといった使い

方も可能です。

　単元内の学習が一通り終わった後の演習用・復習用を想定しています。一通りの学習が

終わった段階で、それでも理解の定着が図れていない児童や、間違って理解をしてしまっ

ている児童を診断し、対応する補充コースに自動的に進んで個に応じた指導を丁寧におこ

ないます。充分理解をしており、ケアレスミスも少ない児童には「練習」パートで充分な

練習をおこなった上で、「チャレンジ」パートでより難しい応用問題・発展問題に挑戦す

ることもできます。

　もちろん、学期末などに復習として利用したり、新しい単元の学習前に関連の単元を復

習したりといった使い方や、個別に休み時間などに自学習をすすめるといった使い方も有

効です。

提示用

個別
学習用

★『全国学力テスト』について

　『Study21　個別学習用』は各単元の基礎・基本の理解の徹底から、応用問題・発展問題

の演習まで行えます。今年の学力テストの場合、算数Ａは対応単元の「力だめし」「にが

てクリア」「練習」で、算数Ｂは対応単元の「力だめし」「チャレンジ」で練習・演習がお

こなえたことを確認しています。

個別
学習用

Study21　個別学習用教材の紹介「小数のわり算」

●教材概要●

　「小数のわり算」では目標として「小数÷小数　

商は小数　余無」や「整数÷小数　商は一の位　余

有」などといった１３種類を設定、応答カテゴリー

として「商の小数点をうつ位置を間違えてしまう」

や「商の小数点をうち忘れてしまう」など６種類を

設定しています。

　Study21　個別学習用は、「じゅんび体そう」「力

だめし・にがてクリア」「練習」「テスト」「チャレ

ンジ」の５つのブロックで構成されており、「小数

のわり算」では、「じゅんび体そう」で５問、「力だ

めし・にがてクリア」で１３問が出題され、「力だ

めし」でのつまずき具合によって最大１５問が「練

習」で出題されます。最後に「テスト」で５問出題

され、さらに、充分理解しており時間に余裕のある

児童は「チャレンジ」で応用問題や発展問題で構成

されている４ブロック計１８問に挑戦できます。

●にがてクリア●

　補充部分にあたる「にがてクリア」を見てみましょ

（目標１１　小数÷小数　商はがい数　問題例）
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う。

　この問題の場合、整数のわり算の筆算をわり算の筆算の基本形とすると、それに ｢ 何けた目まで商を求め

るか考える ｣、「小数点の移動」、「商の小数点をうつ」、「商をがい数にする」といった手続きが加わります。

　多数の児童のそれぞれが、これら手続きのどこでつまずいているのかを完璧に把握することは難しいです

が、Study21 では、どこが分かっ

ていて、どこが分かっていない

かを分析・確認しながら進み、

つまずいた部分を児童自らが発

見したり、正しい解き方へと自

動的に導いたりすることができ

る仕組になっています。

　そのため、それぞれの児童に

おける理解の定着度も上がりま

すし、先生はさらに支援が必要

な児童に集中することができま

す。

●画面展開●

　「にがてクリア」では、子ども

たちの考える過程に合わせて、

画面を展開することを特徴とし

ています。小数のわり算では例

えば次のような工夫をおこなっ

ています。

　商の小数点をうつタイミング

ですが、教科書や先生によって、

最初にうつ場合や途中でうつ場

合があります。Study21 では、

両方のパターンの補充を用意す

ることで、子どもたちが習った

手順にそうようにしています。

　例えば、右図は目標１１に対す

る「にがてクリア」（全９８画面

から抜粋）ですが、①画面で、

“商をたてる”を選んだ場合は、

②の画面にすすんでいき、“商の

小数点をうつ”を選んだ場合は、

③の画面にすすんでいきます。

　これはほんの一例ですが、

Study21 ではこのように数多く

の画面の中から理解度や状況に

応じて最適なものを示します。

そのため、児童一人ひとりが同

じ教材を使いながらも全く違っ

た過程で学習することとなり、

それぞれにとって最適な学習・演

習をすすめることができます。

★詳細情報は、ホームページまで　http://tek.jp/study21/

　製品相当の試用版ダウンロードや各単元の詳細情報などが確認できます。

②

③

①
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Super Interactive School 中学校版 V2.5 リリース

　前回ご紹介いたしました小学校版に引き続き、Super Interactive School 中学校版全 365 教材を今春

V2.5 にバージョンアップいた

し ま し た。Super Interactive 

School 基礎・基本コース中学校

版 V2.5、方程式シリーズの「い

ろいろな方程式１」を例に、本

教材の特色をご紹介いたします。

■全国の主要教科書を分析　　

　小学校版と同様、各教科書か

ら問題データベースを作成し（表

１）、問題ごとに目標・誤答パター

ンを分析して、教材に反映して

います。これによって、学習目

標や誤答パターンの更なる細分

化を実現し、生徒の理解状態をよ

り細かく把握することが可能に

なっています。また、全国の中学

校での使用に配慮し、先生用マ

ニュアルの冒頭に教科書対応表

を入れました（表２）。

■生徒の誤答例を収集　　　　

　全国の授業現場やテストの答案

等を通して生徒の誤答例を収集

し、教材に反映しています（表３）。

　既に、小学校版 V2.5 につきま

しては弊社ホームページ上にて体

験版を掲載しておりますが、中学

校版 V2.5 も近日中に体験版を掲

載する予定です。ぜひ、ご覧下さ

い。

　進学会システムホームページ　URL　http://www.shingakukai.co.jp/soft/

表１

表２

表３

文部科学省「先導的教育情報化推進プログラム」
＜ＩＣＴ教育の充実＞
・ＮＰＯ「情報ネットワーク活用研究協議会」（ネット上で児童生徒の情報活用能力を検証できる標準テストの開発）
・千歳科学技術大学（小中高が連携した理数系一貫教育のためのｅラーニングシステム開発）
・東京工科大学（シミュレーションゲームとウェブ上の意見交換を利用した学習方法を開発）
・日立製作所（デジタルペンを使った教育法開発）
・日本放送教育協会（テレビ番組とＩＣＴを連動した探求型学習の効果研究）
＜学校の先進的なＩＣＴ環境の整備＞
・「ＩＣＴの活用による長期欠席の児童生徒に対する支援プロジェクト」（ＰＨＳとソーシャル・ネットワーキング・サービス＝Ｓ
ＮＳを使った学習の仕組み研究）
・ＮＰＯ「パソコンキッズ」（任天堂ＤＳを使った学習効果研究）
・財団法人「日本視聴覚教育協会」（教室などでＩＴ機器を操作する簡易型コントローラーの開発）
＜教員のＩＣＴ指導力向上＞
・教育情報化推進協議会（文部科学省の「教員のＩＣＴ活用指導力チェックリスト」に対応した評価法開発）
・日本教育工学協会（管理職向けＩＣＴ研修カリキュラム開発）
・メディア教育開発センター（ＩＣＴ指導力向上のためのウェブ学習システム開発）
＜校務の情報化＞
・「ＮＴＴ西日本－岐阜」（岐阜市立小中学校と連携し、外部からアクセス可能な校務システムを開発）
・熊本県教育委員会（校務支援ウェブシステム開発）
・日本支援教育実践学会（特別支援教育のための校務システム構築）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　http://www.mext.go.jp/b_menu/houdou/19/06/07061204/002.htm
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【編集後記】　ECONews 99 号をお届けします。さて、1 号が発行された年をご存知ですか？ 1988 年 4 月でした。

約20年前の当時の記事を見ると、矢板、天理、ＮＨＫの研修所での夏季研修会の案内が掲載されています。（東原）

モバイル学習システム「スタディノートポケット」が
動画・音声に対応、Ver.2 となって新登場！

■スタディノートポケットとは
ポイント１

　記憶が薄れる前に、その場ですぐ記録！フィール

ドノートのようにどこへでも自由に持ち歩け、気付

いたことや浮かんだアイデア，調査・観察・取材な

どで得た情報を感動や記憶が薄れる前に、その場で

すぐに記録できるものです。

ポイント２

　簡単操作で高い効率性を実現！スタディノートの

学習者インターフェースを踏襲し、子どもが違和感

なくすぐに使え、データをスタディノートサーバへ

ワンタッチ転送。デジカメを使っていた時と比べて

パソコンへ写真を取り込む手間などが軽減し、効率

のよい学習の実現を目指すものです。

ポイント３

　活動と内省の循環促進に！カメラで撮影した写真

にペンやキーボードでコメントを書いていく活動を

通して、対象に問いかけ、繰り返し確かめながら注

意深く観察。学校にもどって転送されたデータを元

にスタディノートで振り返り学習をすることにより

学習効果の高まりを目指すものです。

■ Ver.2 新登場！
　Ver.1 のコンセプトはそのままに、以下の新しい

機能を追加いたしました。

①動画を使って動きを記録！

　これまでの静止画に加えて、動画を記録するこが

できるようになりました。いろいろな動きのある

シーンをノートに記録し、臨場感あふれるノート

データを作成することができるようになります。

②音やメッセージを記録！

　音声などを録音することができるようになりまし

た。いろいろな音はもちろん、現場で感じたままを

メッセージにしたり、校外学習活動時における訪問

先でのインタビューなどをそのまま記録することが

できるようになります。

③シャッターを押すだけで写真撮影！

　写真の撮影が、より簡単になりました。シャッター

ボタンを押すだけで、すぐに撮影モードに入ること

ができるようになります。

④ノート機能がより使いやすくなりました！

　写真撮影時、撮影内容をノートデータの編集領域

に表示するようになりましたので、画面で確認して

いる画像をそのまま取り込むことができるようにな

ります。また、スタディノートと同様に、複数ペー

ジにわたるノートデータを作成することができるよ

うになりましたので、観察をまとめたノートデータ

を作成することができるようになります。

　さらに、不要なページやノートデータの削除が行

えるようになりましたので、記憶領域をより効率よ

く使用することができるようになります。

　製品の詳細については、スタディシリーズのホー

ムページ (http://www.study.gr.jp/)、または、

シャープシステムプロダクト (03-3267-4656 / 

06-6625-3233) までお問合せ下さい。

※画面はハメコミ合成です。画面は開発中のものであり、予告な

く変更することがありますのであらかじめご了承ください。

※モバイル端末 WILLCOM W-ZERO3 は製品には含まれておりませ

ん。


